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(3) 実験授業 120 
課題：仮想武士高佐源丞右衛門(高山右近)は
禁教令に対し，どうすればよいだろうか。 
「生い立ち」から考えられる『選択の基準』 
①主君への忠義に篤く，武功を挙げている。
②キリスト教を信仰し，布教に熱心である。
③父母や妻子などの家族を大切にしている。
④高山家という家の維持を大切にしている。
⑤心静かな茶の湯の精神を大切にしている。 
『選択の基準』が，仮想武士のモデルである
「高山右近の生い立ちから解釈した見方・考
え方」であることを想起させ，判断の妥当性
の検証を行うための話合いを行う。 125 
Ａ案：キリシタン大名と共に家康に武力抵抗
【理由付け】…信仰を維持するために抵抗 
・幕府はまだ盤石ではない。団結して戦えば
言い分を通すことができるかもしれない。 
・キリスト教を捨てるぐらいなら，団結して
殉教するつもりで武士として戦えばよい。 
Ｂ案：キリシタンとして海外の日本町に移住
【理由付け】…信仰を維持するが抵抗せず 
・キリスト教を信じることができないのであ
れば，日本町で信仰を続ける方がよい。 
・幕府に反逆しても，家を滅亡に招くことに
なり，忠義を果たしたことにはならない。 
Ｃ案：棄教して徳川幕府の大名として生きる
【理由付け】…信仰を維持せずに臣従する 
・信長や秀吉に従ってきたが，家康は関ヶ原
で勝利し，強大であるので逆らえない。 
・茶人や築城技術者としての地位を築いてい
るので，文化人として生きていけばよい。 
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